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工具台車   消耗品管理の改善 ～ルールを守りながら さらに使いやすく～

会社・事業所名（フリガナ） ミツイヤコウギョウカブシキガイシャ 発表者名 マツバラタエコ サトウ ヨウコウ

三井屋工業株式会社   松原 妙子   佐藤 陽耕

　　　　サ　ー　ク　ル　名　（ フリガナ ）

天野川GALAXYⅢ （ アマノガワギャラクシースリー ）

2023年4月

10 名 内　・ 外・ 両方

40.2歳（ 最高　51歳、最低　29歳 ） 1～3 回

 本テーマで　　1件目  社外発表　　　1件目 1 時間

2025年　4月　～　2025年　10月 15 回

生産改革推進部 生技Ｇ
松原 妙子　勤続 32年
佐藤 陽耕　勤続　5年

本 テ ー マ の 活 動 期 間 本 テ ー マ の 会 合 回 数

発 表 者 の 所 属

メ ン バ ー 構 成 会 合 は 就 業 時 間

平 均 年 齢 月 あ た り の 会 合 回 数

テ ー マ 暦 １回あたりの会合 時間

ＱＣサークル紹介
発 表 形 式

プロジェクタ

本 部 登 録 番 号 サ ー ク ル 結 成 年 月

消耗品管理改善
～ルールを守りながら さらに使いやすく ～

工具台車

2026.6.11 三井屋工業株式会社 生技G＆解析G

天野川GALAXY☆Ⅲ

天野川GALAX Y☆Ⅲ
サークル紹介

有澤 元田中 勇冴成田 英樹サブリーダー上ノ園 直リーダー松原 妙子

見守り人滝本 大助神尾 貴起香林 彩乃佐藤 陽耕野坂 知生

ﾁｰﾑ紹介 活度計画 ﾃｰﾏ選定 目標設定 対策検討 対策立案 対策実施 標準化 効果確認 総括

レベル

現状 Cゾーンの入口段階

ﾁｰﾑ紹介 活度計画 ﾃｰﾏ選定 目標設定 対策検討 対策立案 対策実施 標準化 効果確認 総括

活動計画と実績 ﾁｰﾑ紹介 活度計画 ﾃｰﾏ選定 目標設定 対策検討 対策立案 対策実施 標準化 効果確認 総括

計画　　　　　実績予定通り　　　　実績予定外
な ぜ なにを どこで 誰 が どのように

目的 実施事項 場所 担当 4月~5月 6月~7月 8月~10月 方法

実績グラフ

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾐｰﾃｨﾝｸﾞ内全員で

Action

再発防止 標準化
本社

生技･解析
全員 5W1Hで

フォロー 反省課題
本社

生技･解析
全員

Ｃheck

確認 効果確認
本社

生技･解析

本社

生技･解析
全員 5W1Hで

改善提案

考察
対策検討

本社

生技･解析
全員

全員

ブレインライティング

Ｄo

目標設定 目標設定
本社

生技･解析
全員

常時使用可能で

使いやすい環境を基盤に

原因追及 要因解析
本社

生技･解析
全員

特性要因図・連関図法・親和図

パレート図・系統図

を活用し、多角的に検討

特性要因図・連関図法・親和図

パレート図・系統図

を活用し、多角的に検討

対策実施 対策実施

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾐｰﾃｨﾝｸﾞ内で選定

活動計画 活動計画作成
本社

生技･解析
ﾘｰﾀﾞｰ  ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ 計画ﾃﾞｰﾀ有

い    つ

Ｐlan

問題確認

評価
テーマ選定

本社

生技･解析
全員

情報収集

考察
現状把握

本社

生技･解析
全員

テーマ選定 ﾁｰﾑ紹介 活度計画 ﾃｰﾏ選定 目標設定 対策検討 対策立案 対策実施 標準化 効果確認 総括

マト リ ッ クス図 ◎3点　〇2点　△1点

重要性 実現性 緊急性 効果 総合評価

解析G 解析G情報共有  トライデータ共有 ◎ ◎ △ 〇 9

解析G 解析と生技の共有ファイル △ ◎ △ 〇 7

解析G 増設トライ製品置き場管理 〇 〇 △ △ 6

生技G 増設整理整頓 常時2S ◎ 〇 〇 △ 8

生技G 会議欠席連絡 ◎ 〇 ◎ △ 10

生技G 【工具台車】消耗品管理改善＆ﾙｰﾙを守りながら、さらに使いやすく ◎ ◎ ◎ ◎ 12

生技G どこにいるか分からないから分かるようにする 〇 △ △ △ 5

生技G 緊急時　連絡用 共有連絡アプリ等活用 ◎ △ △ 〇 7

06

テーマ

工具紛失管理

２０２４ QC

目標設定

07

工具紛失件数

2024年10月までに

対応時間
持出時間・返却時間・他部署対応時間

要因解析 4M

12

対策の検討
特性要因図

対策の検討 現状把握

08

ブレインライティング全員でワイガヤ形式で工具管理の問題点を挙げました

予め「視点別」の大枠だけ設けました

現場の『不安・不満・困りごと』を解消し、

全員が納得してルールを遵守できる環境づくりを目指した、

工具台車と消耗品管理の改善事例を報告します 。

サークル名は 天野川GALAXYⅢ。

個性豊かで前向きなメンバーなので、改善の意見も出やすい　良いチームです。

昨年の改善Fesで評価された姿勢を堅持し、QC活動を継続してきました。

現在はDゾーンを脱し、ようやくCゾーンの入口に到達したレベルの段階にあります 。

マトリックス図を用いて、グループ内の課題を整理しました。

最優先課題の『工具台車の消耗品管理』をメインとし、

昨年取り組んだ『工具の紛失管理』では、 その後に新しい課題も生まれていたため、 	

今回の改善の中であわせて解決していくことにしました。	

昨年の活動状況の振り返りです。

2024年度は、工具台車内の『共有工具　の紛失管理』に取り組みました。

1 2

3
2

4
3
2
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今年度の活動計画と実績です。

昨年の取り組みを土台にしつつ、今年度も活動を進めてきました。

計画より実施が少し遅れた部分もありますが、できるところから着実に進めてきました。

306



問題②の改善 ツールの不備

貸出表 記入

貸出表 記入中止 名札管理運用

旧

新

15

対策の実施

旧
新

問題①の改善 運用ルールの不備

14

対策の実施

暗証番号の漏洩 ・ 紛失放置 ・安易な貸出

番号秘匿・紛失全員捜索・貸出者自己責任

旧

新

2024 QC

16

Uenosono

16

Uenosono

対策の実施

総括 反省・残課題

19

【反省】1件の紛失が発生

紛失に気づけたこと が ルールの改善につながりました

今後もチームで協力して 紛失を防止する 仕組み作りを再考していきます

【残課題】

工具台車内 消耗品補充の仕方 運用改善

速やかに異常（紛失）を察知、捜索、発見

生技G 2024.8.1

厳禁 工具台車　鍵入れの暗証番号を      他部署に教えない
暗証番号 部署異動者発生の都度更新

借りる工具の場所に自分の「名札」を入れる

持ち出し  最大5個

セット工具類は【セット持ち出し】※NGバラで持ち出し

名札無し持ち出し禁止

5個以上希望の際は

使い終わった工具を戻し、新規工具を借りる

返却方法 工具を定位置に戻し「名札」を取り除く⇒収納箱へ

依頼を受けた者の判断とする

※但し全て       貸出者の自己責任     とする

貸出者の責任により処理を行う

例）対策書作成・上司承認・再購入

貸し出し方法 借りる工具の場所に貸出者の「名札」を入れる

返却方法 工具を定位置に戻し「名札」を取り除く⇒収納箱へ

紛失発覚時 直ちに 見つかるまで　　　全員で捜索

他工場へ持ち出し

「名札」入れ運用　+　グループ内へ情報共有メール送信

持ち出し方法

他部署の方に貸し出す場合

貸出可否判断

紛失・破損等

トラブル発生の際

共有工具管理　ルール

追加持ち出し

新ルール

生技G 2024.8.1

厳禁 工具台車　鍵入れの暗証番号を      他部署に教えない

暗証番号 部署異動者発生の都度更新

借りる工具の場所に自分の「名札」を入れる

持ち出し  最大5個

セット工具類は【セット持ち出し】※NGバラで持ち出し

名札無し持ち出し禁止

5個以上希望の際は

使い終わった工具を戻し、新規工具を借りる

返却方法 工具を定位置に戻し「名札」を取り除く⇒収納箱へ

依頼を受けた者の判断とする

※但し全て       貸出者の自己責任     とする

貸出者の責任により処理を行う

例）対策書作成・上司承認・再購入

貸し出し方法 借りる工具の場所に貸出者の「名札」を入れる

返却方法 工具を定位置に戻し「名札」を取り除く⇒収納箱へ

紛失発覚時 直ちに 見つかるまで　　　全員で捜索

他工場へ持ち出し

「名札」入れ運用　+　グループ内へ情報共有メール送信

持ち出し方法

他部署の方に貸し出す場合

貸出可否判断

紛失・破損等

トラブル発生の際

共有工具管理　ルール

追加持ち出し

2024 QC

16

Uenosono

生技G 2024.8.1

厳禁 工具台車　鍵入れの暗証番号を      他部署に教えない
暗証番号 部署異動者発生の都度更新

借りる工具の場所に自分の「名札」を入れる

持ち出し  最大5個

セット工具類は【セット持ち出し】※NGバラで持ち出し

名札無し持ち出し禁止

5個以上希望の際は

使い終わった工具を戻し、新規工具を借りる

返却方法 工具を定位置に戻し「名札」を取り除く⇒収納箱へ

依頼を受けた者の判断とする

※但し全て       貸出者の自己責任     とする

貸出者の責任により処理を行う

例）対策書作成・上司承認・再購入

貸し出し方法 借りる工具の場所に貸出者の「名札」を入れる

返却方法 工具を定位置に戻し「名札」を取り除く⇒収納箱へ

紛失発覚時 直ちに 見つかるまで　　　全員で捜索

他工場へ持ち出し

「名札」入れ運用　+　グループ内へ情報共有メール送信

持ち出し方法

他部署の方に貸し出す場合

貸出可否判断

紛失・破損等

トラブル発生の際

共有工具管理　ルール

追加持ち出し

～ルールを守りながら さらに使いやすく ～

対決より 解決！

テーマ
ﾁｰﾑ紹介 活度計画 ﾃｰﾏ選定 目標設定 対策検討 対策立案 対策実施 標準化 効果確認 総括

工具台車

消耗品管理改善

目標設定

補充に走る時間

2025年10月までに

ゼロ

ﾁｰﾑ紹介 活度計画 ﾃｰﾏ選定 目標設定 対策検討 対策立案 対策実施 標準化 効果確認 総括

ムダ時間 ト ラブル

ルール起因の対応

現状把握対策の検討
全員でワイガヤ形式で工具台車の使い方について意見を出しました

ﾁｰﾑ紹介 活度計画 ﾃｰﾏ選定 目標設定 対策検討 対策立案 対策実施 標準化 効果確認 総括

親和図で課題を ５ つに分類親和図
対策の検討

前年役員提案「忘れる問題」への対応

ミーティングで毎週1回フォローする

毎週の生技ミーティングで使用状況を確認する

前年役員提案「名札の色分け」

生技Gとその他で色分けしてはどうか

必要性を感じないとの意見あり

持ち出し期間ごとに色分けしてはどうか

他部署との関係・暗証番号ルール

元上司から暗証番号を教えてほしいと圧力あり

教えないと怒られる対応が辛い

教えてしまう可能性があり不安

休出してカギを開けろと強要される

ルールは守ったが心苦しい

貸してあげられないことに申し訳なさを感じた

使用希望者が多い

圧力に耐えられず教えてしまった人もいた（申告なし）

工具台車内の使いにくさ・消耗品関連

ニッパーのV字カットが危険 → 垂直カットへ変更希望

名札が足りない

消耗品・プレートボルトがあふれている

保護具を2セット入れてほしい

ボルト類・プレート類をまとめたい

観音扉側の管理方法に課題あり

消耗品の欠品連絡がしにくい

使い古し残置が多い

プレートボルト予備の量が増えBOX容量不足

スプレー・インシュロック・ウエスの補充が必要

消耗品を使ったら分かる仕組みにしてほしい

補充を忘れてしまう

中古サンダー刃が多く新品と区別つかない

引き出しを開けたら一目で分かる置き方にしたい

工具一覧表が段ごとでなく探しにくい

返却時間が分からない

工具台車の場所が遠い

カギが開けにくい／カードキー化案あり

他部署へ貸す時に立ち会うのが負担

借りたいが借りられない時がある／生技がいなくて困る

消耗品がなくなっている時がある

欲しい時に全部ないことがある

いつなくなるか分からず発注できない

何が欲しいか分からず補充できない

ゴミや空スプレーが放置され不満発生

篠原台車は消耗品の有無が不明で管理しにくい

篠原工場は距離があり補充忘れが起きやすい

ルール関連

六角レンチやスパナの紛失

工具が増えている

紛失の連絡がしにくい → 共有スマホで即時連絡できるとよい

バッテリー切れの工具がある

他人に貸したい時がある（代理トライ等）

まとめ借りしたい時に名札が足りない

工場ごとに工具の有無に差がある

壊れた工具を誰に報告したら補充されるか不明

中途新人がルールを守らない

新人へのルール教育不足 → ルール破り発生

応援者用の名札がなく、ルール違反で使用

ﾁｰﾑ紹介 活度計画 ﾃｰﾏ選定 目標設定 対策検討 対策立案 対策実施 標準化 効果確認 総括

系統図

対策の検討 ﾁｰﾑ紹介 活度計画 ﾃｰﾏ選定 目標設定 対策検討 対策立案 対策実施 標準化 効果確認 総括

特認者ルール

消耗品補充ルール

工具台車を
使いやすくする

運用   徹底

新人教育徹底

週1MTG確認

使用状況チェック

暗証番号禁止

応援者も名札   必須

管理方法整備

応援者も名札必須

特認者専用名札

補充依頼カード

工具一覧表(写真付)

パレート 図

問題が集中している領域

※重点

※第二優先

整えた仕組みを「鉄の掟」として運用し、社内発表会での優勝や改善Fes参加を果たしました 。

初心者ながら自らの手で職場を変えた経験は、メンバー全員の大きな自信となりました 。

暗証番号の秘匿や安易な貸出禁止などの「運用ルール」を見直し、

従来の管理表を廃止しました 。代わりに名札を置くだけの「管理ツール」を導入したことで、確

実な管理体制を構築しました 。

運用を続ける中で、「鉄の掟」として定めたルールに少しずつ形骸化が見え始めました 。

ルールを理解していても守りきれないという現場特有の複雑な「裏事情」に挟まれ、

メンバーは人知れず苦悩することになります 。

昨年の取り組みで生じた課題を修正し、以前からの懸案であった消耗品管理と合わせ、今年の

テーマを「工具台車の消耗品管理改善 〜ルールを守りながら、さらに使いやすく〜」と決定しま

した。全員が気持ちよく使い続けられる状態を目指します 。

現状把握

今年も基本は “対面ワイガヤ形式” で、

付箋を使ったブレインライティングを行いました。

出張中のメンバーや別工場にいて同じ会議室に集まれないメンバーは、

“リモート・ブレインライティング” で意見を出してしてくれました。

目標設定

一つ目は、⌚消耗品の　補充に走る　ムダな時間　をなくすこと。

二つ目は、⚠ ルールを徹底して、違反　や　他部署からの　対応依頼を　ゼロ　にすること。

“時間のムダ” と “トラブル”         この2つを確実に減らすことを目標　に　しました。

親和図を使って意見を整理し、問題点を 5つの  項目に  分類しました。 系統図で要因のつながりを整理し

さらに パレート図で “問題がどこに集中しているか” を確認しました。

その結果、ムダ時間・トラブルの多くが『使用法  や  消耗品管理』を中心に、

そして『運用ルール』にも偏っていることが分かりました。

7 8
7

9
8
7

10
9
8
7

13

11 12

14



連関図

対策の検討 ﾁｰﾑ紹介 活度計画 ﾃｰﾏ選定 目標設定 対策検討 対策立案 対策実施 標準化 効果確認 総括

＜ムダ時間に直結＞

＜トラブルの原因＞

なぜ工具台車が使いにくいのか？

何の補充が
必要か不明

一覧表が不明確

台車利用が不便

引き出しの数が多い

保管品が多い

消耗品管理が不十分

新人ルール未徹底

無断使用

応援者ルール未徹底

教育不足

運用ルールが徹底されない

ルール無視

補充する人が決まってない他者への配慮不足
自分の仕事を

するだけで精一杯

欠品が多い

ゴミや空容器が混在

欠品時   がない

補充忘れ

どんな表だと
分かりやすいのか不明

引出し内配置が不明

他部署との関係

圧力で暗証番号要求

他部署の人
ルールを

理解してもらえない

一部がルール破り
他部署の人

ルールを知らない

他部署の人
ルールを知っているが
どうしても使いたい

暗証番号要求
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特性要因図

対策の検討
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問題点 事象 対策

教育不足 新人・応援者へのルール教育不足 → 無断使用発生

遵守不徹底 暗証番号・名札ルールが守られず例外対応が発生

補充管理なし 消耗品の補充ルールなく欠品・補充忘れ多発

特認対応なし 青札・誓約書の仕組み不在でルール逸脱発生

一覧表不備 台車内の工具配置が分かりにくく、探す手間が発生

要因

①
ルール

定着の不足

②
管理の

仕組み不足

使用ルール
【標準書】

登録・再教育

補充カード
特認ルール

一覧表
仕組み化・見える化

「 対策内容のすり 合わせミ ーティ ング」
生技G・ 解析Gのメ ンバーと内容を確認

対策の実施

ルール定着の不足

問題①の改善

標準書でルールを統一し、誰でも同じ教育ができる仕組みへ

新人・応援者へ　口頭で伝える

使用ルール【標準書】を用いて教育

あっ‥
名札？ 使うんでしたよね…
使うの忘れてました・・

暗証番号
教えちゃいました…
だって…
どうしようもなくて…

属人化した“口頭教育”のみ

問題②の改善
対策の実施

管理の仕組み不足
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仕組みで解決する方向へ

ムダ時間

あると思ったのに ない
在庫保管庫へ今から取りに
行かないといかんじゃん

でも
今、忙しい
後で補充しよう

グループ内 温度差
“ 気づいた人がやる”

使い切っちゃった・・

消耗品補充

忘れる

対策の実施
問題②の改善 管理の仕組み不足

対決より 解決！
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ルールで決めたよね！
絶対に教えちゃダメだよ

仕事で使う必要があるんだ
鍵番号教えてほしい。
どうしても教えてくれない
のか？
俺は絶対に無くさないよ！

生技のいない休日に使いたい。
鍵番号 教えててくれないか?
教えられないのならば
休日に生技が篠原まで来て
鍵開けに来てくれればいいよ…

こっちも仕事なんだ。
仕事なのになぜ使わせてもら
えないんだ？
生技が貸してくれないから
仕事できなくなる。
そんなの おかしくないか？

《業務上の必要》

《ルール遵守の責任》

仕組みで解決する方向へ

2024QC

問題②の改善

対策の実施
管理の仕組み不足
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消耗品

カード受取から補充までの実際の流れ（動画）

工具台車 消耗品一覧

問題②の改善
対策の実施

管理の仕組み不足
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QC発表
篠原保全G 発表時・・・

めっちゃ
いいじゃん

これ！

そう だ！
娘が推し活で使ってる
ト レカのカード ケースに
してみよう ！！

娘よ ちょ っと ママにこのカード 貸して！

【 相談】 みんな どう 思う ？ コレ！ 硬いのはいいけど小さいかな？

「 ポケッ ト に入れてしまっても
無く さないサイズがいいです！」

ちょ う どいい
工具台車の引き出しにも入るし
これなら無く さないはず！

保全G
かんばん入れは【 スリ ーブ】 を使ってるのね！

これ 真似させてもらおう ！
じゃあ・ ・ 大きいほう の こっちのカード ケースにしてみよう か？

でも・ ・ う ちは持ち運びするから
それには弱いかも・ ・

消耗品補充

       

       

スリ ーブ

他部署の予備品管理を横展したが、現場の移動頻度に対し既存のスリーブでは紛失リスクがある

と判明。そこで娘の推し活から着想を得て「トレカ用ハードケース」を補充カードに採用。頑丈

で識別しやすく、現場に最適化した仕組みを構築した。

厳格な管理ルールの一方で、信頼する元上司から業務上の正当な理由でカギの解錠を求められ、

メンバーが板挟みになる事態が発生。ルールか情かの対立ではなく、双方が安心して仕事ができ

る仕組み作りへと視点を切り替えた

属人化した口頭教育によるルール形骸化を防ぐため、運用を「標準書」として集約・統一。教育

記録を残す仕組みも導入し、新人や応援者を含む全員が等しくルールを遵守できる体制を構築し

た。

「特性要因図で『使いにくさの理由』を細かく整理していくと、

人・モノ・方法  それぞれに色々な問題がありましたが、

まとめてみると 大きな原因は２つ に集まっていることが分かりました。

★① ルールが定着していないこと

★② 管理の仕組みが整っていないこと　　　改善は、この２つを重点に進めました。

「連関図で、『なぜ工具台車が使いにくいのか』を整理しました。

★その結果、他の要因は  ある程度ルールや仕組みがある一方で、

“消耗品管理”だけは  決まった方法がなく、手つかずの 領域 であることが分かりました。

ここがムダ時間の  大きな発生源  になっています。」

二つの問題への対策

問題点①のルール定着の不足です。

教育や伝達が不十分だったため、標準書登録と再教育で対応しました。

問題点②の管理の仕組み不足です。

消耗品の 補充ルール を 整え、特認ルールを設け、さらに工具の一覧表も分かりやすく見直しま

した。

消耗品補充が「気づいた人がやる」という曖昧な運用だったため、欠品によるムダや、

多忙ゆえの補充忘れが発生。メンバー間に意識の温度差が生じ不満の種となっていた。

補充依頼カードを用いた運用フローを構築。あえて「補充待ち」等の複雑な表示は設けず、カー

ドの有無をサインとする最小限の仕組みとした。これにより、メンバー同士が「次の人のため

に」と自然に動ける、思いやりと気づきのあるチーム作りを目指した。
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元上司

個人の感情判断ではなく
組織としての仕組みへ

解決への道

組織全体の規律を守るために

対外的な正当性を示すために

対策の実施
問題②の改善

対決より 解決！
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誓約書
署名・捺印

【仕組みで解決】
心理的安全性 UP↑

問題②の改善 ツールの不備

貸出表 記入

貸出表 記入中止 名札管理運用

旧

新

15

対策の実施

旧
新 名札って

白だけじゃないよね？
色を変えてみるのも
アリなんじゃないかな？

特認メンバー

本部長

対策の実施
問題②の改善
管理の仕組み不足
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工具

気づきを提案に！

こうしたら
どうですか？

標準化 《 管理の定着》

規定登録新ルール標準書
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効果確認
ムダ時間 トラブル
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対応回数

大幅減少
（ ゼロ ）

大幅削減
▲75％
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年間平均値（合計換算） 同条件での試算値 年間合計 直近7カ月

心理的安全性も向上

これは仕組みが機能し始めた証拠です

【 試算】 従来 月1回1人20分 メ ンバー7人 140分
↓

【 試算】 現在 月1回1人 5分 メ ンバー7人 35 分

総括と今後の課題

ルール定着に成功

補充依頼カード導入 → 仕組み化の第一歩

話し合いで解決 → 対決より解決

補充時間ゼロ化できず

利用ニーズとの両立課題

次のステップ → DX化？

QCサークル活動の成果・成長
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QC活動前 現　在
ミーティング中に確認　
メンバー無関心

日常的に話題になる「紛失かも💦」

発注担当者が１人で探す
見つからない

すぐに探す　ホントに紛失？

再購入
紛失物はどこへ？

　ほら　やっぱりあったよ！　
　　　　良かった♡

Cゾーンの入口から、 真ん中へ近づく

レベル

Thank  you for  your  attention .

天野川GALAX Y☆Ⅲ

厚い信頼関係がある相手でも、安易な例外はルールの形骸化を招く。感情で判断せず「正当な手

続きを経た特別許可」という厳格な仕組みをあえて選択することが、結果として組織と個人の双

方を守ることに繋がると確信した。

特認ルール」を新設し、誓約書の締結と専用名札での識別により責任の所在を明確化した。意図

を丁寧に伝え快諾を得たことで、双方が後ろめたさなく業務に専念できる環境を実現。

「対決より解決」による心理的安全性の向上に繋げた。

一覧表では収納場所が分かりにくいというメンバーの提案を受け、各引き出しに対応した

「配置写真付き一覧表」へ改善。直感的に識別できる仕組みにより、利便性を向上させた。

新ルールを標準書に集約し、正式な管理規定として登録。

組織の正式な決まりとすることでメンバーの遵守意識を高め、属人化を防ぎ、継続的に運用でき

る仕組みを確立した。

消耗品補充のムダ時間を75%削減（140分→35分/月）し、年間7回発生していたルール不備によ

るトラブルも、対策後半年以上「ゼロ」を継続中。

時間短縮と規律遵守の両面で、確実な改善効果を定着させた。

補充依頼カードの導入で「誰でも・確実に」補充できる仕組みを構築。これにメンバーの航空機

業界仕込みの「工具紛失を許さない厳しい視点」が加わることで、規律と効率が両立。

妥協のない管理文化が定着した

皆で少しずつ前進し、メンバーから次につながる気づきや提案が自然と生まれる状態になった。

QC検定に合格する者も現れるなど、活動を通じて各自が自律的に成長し、チーム全体の意識と絆

を深めることができた。

「天野川GALAXY ☆ III」として、これからもメンバー全員で手を取り合い、

さらなる高みを目指して前進し続けます！
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